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２ より美味しいビールを目指して 

 ビールの酸化臭を抑えるため、平成 15（2003）
年から原因となる LOX（リポキシゲナーゼ）活性
を低減する研究を開始しました。突然変異処理によ
り LOX-1活性欠損個体を発見し、戻し交配により
平成 26（2014）年に国内初の低 LOX品種「ニュー
サチホゴールデン」を開発しました（図３）。 
この品種はビール香味の安定性が高く、令和元
（2019）年産から本県のビール大麦はすべて同品
種に切り替わり、全国における生産面積の約半数を
占めています。 

 
３ 機能性を追求した食用大麦の開発 

ビール大麦の研究成果を応用し、平成 20（2008）
年にポリフェノールの一種であるプロアントシア
ニジンフリー（PAF）品種「とちのいぶき」を育成
しました。炊飯後の色が変わりにくい特性を持って
います（写真２）。 
さらに、低 LOX・PAF・糯（もち）性を兼ね備え
た「もち絹香」を平成 29（2017）年に開発しまし
た（写真３）。麦特有の臭いを低減し、もちもちと
した良食味を両立するとともに、短稈・多収で栽培
安定性も高い品種です。 

 
 
４ 今後の研究の方向性 
今後は、麦作農家の経営安定化と栃木麦ブランド
力向上のために、生産と品質のさらなる高位安定
化を目指します。 
現在、品種開発では特に気候変動でクローズア
ップされている穂発芽、不稔、病害などに対する耐
性強化に取り組んでいます。また、ビール用途に加
え、機能性成分の含有量が多く、美味しい食用大麦
の開発にも力を注いでいます。 
さらに、DNAマーカーによる効率的選抜技術を
推進、rym3（縞萎縮病抵抗性）、lox1-785（低 LOX）、
qsd1（穂発芽耐性）等の独自開発マーカーを基盤に、
さらに効率よく迅速に検定が可能な DNA マーカー
の開発を進め、現地実装型育種を加速します。 

 
（麦類研究室）  
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写真２ 「とちのいぶき」の炊飯麦色相の
経時変化 

写真３ 「もち絹香」の乳熟期頃の草姿 
（左）サチホゴールデン（中）とちのいぶき
（右）もち絹香 

図３ 「ニューサチホゴールデン」の特性 
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○ 本県のいちご栽培は、昭和 30年代に水田の裏作で始まり
ました。 

○ その収益性の高さから、県内各地にいちご栽培が急速に広
がり、昭和 43（1968）年には生産量 13,300tを達成し、
初めて全国１位となりました。それ以降、57 年連続で日
本一を維持し、「いちご王国・栃木」を支える品種や栽培
技術は、現在も進化を続けています。 

○ 令和６（2024）年に品種登録された「栃木 i37号」（商標
登録「とちあいか」）は、栃木県内で栽培が拡大し、令和
８年産では県内の９割を超えるまでになりました（図１）。 

 
１ 促成品種の開発と収量の向上 
「とちおとめ」は、日本を代表する品種となり、収量も飛躍的に増加しました。しかし、全国的に「と
ちおとめ」の普及が進む中、各いちご主産県ではオリジナル品種の開発が相次ぎ、各主産県が独自品種
を用いたブランド化戦略が展開され、いわゆる「いちご品種戦国時代」を迎えました。このような状況
の中、本県では、「とちおとめ」よりも大果で、多収性を示し、糖度（Brix）は常に 9度以上で甘酸バ
ランスが良好であり、収穫期間を通じて品質変動が少ないことに加え、果皮が硬く、作業性や輸送性に
優れ、さらにイチゴ炭疽病及びイチゴ萎黄病などに対する耐病性を備えることを育種目標として、新品
種の開発に取り組みました。 
 
（1） 「スカイベリー（栃木 i27号）」（平成 24（2012）年 9月「スカイベリー」商標登録、平成 26
（2014）年 11月「栃木 i27号」品種登録） 
「スカイベリー」は、大果で果実外観に優れる「00-24-1」を種
子親、食味がよくイチゴ炭疽病に強い「栃木 20号」を花粉親とし
て、平成 18（2006）年に交配し、得られた実生個体から選抜しま
した。「スカイベリー」は、草姿は立性で、ランナーの発生は良好、
草勢は強く、厳寒期の草勢低下も少なく、頂花房の着花数は 5～7
花と少ないですが、一方、平均一果重は 25ｇを超え極めて大果で、
収量は「とちおとめ」より 20％以上多いです。 
果形は円錐形、果皮色は濃橙赤で光沢があり、果実硬度は全期

間を通して「とちおとめ」よりもやや硬く、糖度・酸度は「とちおとめ」よりやや低いものの、糖酸
比は同程度で、果肉は粘質でみずみずしく、食味に優れています。栽培技術面では、課題であった果
実の着色不良対策として、単棟パイプハウスにおいて内張り部の裾上げや、肩換気を行うことで、換
気等に伴うハウス内温度の急激な低下を防ぎ、「スカイベリー」のへた元まだら果やへた元緑果など
の着色障害果の発生を抑制できることが分かりました。 

 
（2） 「ミルキーベリー（栃木 iW1号）」（平成 30（2018）年 6月「ミルキーベリー」商標登録、令
和６（2024）年６月「栃木 iW1号」品種登録） 
「ミルキーベリー」は、白いちごの促成栽培用品種として、果皮色が黄白色で硬い「和田初こい実

[ いちご研究所 ] 

いちご王国・栃木の挑戦「品種と技術の進化物語」 

図１ 栃木県における品種作付けの推移 
 

スカイベリー 

写真１ 「スカイベリー」 
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生系統」を種子親とし、果皮色が淡赤で食味に優れる「09-52-1」を花粉親として平成 25（2013）年
に交配し、得られた実生個体から選抜しました。「ミルキーベリー」は、草姿は開張性で葉色は「と
ちおとめ」よりやや淡く、ランナーの発生および草勢は「とちおとめ」並です。頂花房の着花数は 10
～12 個で「とちおとめ」より少ないものの、平均一果重は 20ｇを超え「とちおとめ」より大きいた
め、収量は約 10％多くなります。果形は円錐形、果皮色は黄白色で光沢があり、果実硬度は「とちお
とめ」と同程度です。糖度（Brix）は「とちおとめ」と同等で、酸度が低いため、糖酸比は高く、食
味に優れます。果肉は粘着質で熟度が進むとねっとり感が増します。 
本ぽでの日中の温度管理は、厳寒期までは高温管理、暖候期は低温または慣行管理とすることで、
収量が多く品質も安定しました。さらに、収穫・出荷時には、気泡緩衝材やフルーツキャップを用い
ることで、輸送時の衝撃による黄変果の発生を軽減できました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3） 「とちあいか（栃木 i37号）」（令和２（2020）年 3月「とちあいか」商標登録、令和６（2024）
年６月「栃木 i37号」品種登録） 
「とちあいか」は、大果で収穫始期が早く収量性に優れる「栃
木 32号」を種子親とし、イチゴ萎黄病に耐病性を有する「09-
48-5」を花粉親として、平成 24（2012）年に交配し、得られた
実生個体から選抜しました。「とちあいか」は、草勢が強く立
性で、ランナーの発生も良好、厳寒期の草勢低下も少なく、花
芽分化は 「とちおとめ」より約 10日早く、頂花房の着花数は
8～10花と少ないものの、平均一果重は約 20gと大きく、収量
は「とちおとめ」に比べ約 20％程度多くなりました。 
果形はハート形で、果皮色は鮮赤で光沢があり、果実硬度は
「とちおとめ」よりも硬めです。糖度（Brix）は「とちおとめ」
と同等ですが、酸度は低いため食味は良好です。また、イチゴ
萎黄病に対する耐病性を有します。 
「とちあいかは」は令和５（2023）年度（令和６年産）に「と
ちおとめ」の栽培面積を超え、県内で最も栽培されている品種
となりました。令和７（2024）年度（令和８年産）は県内の約
91％の栽培面積となっています。 
 
（4） 「とちあいか」の栽培技術の確立 
花芽分化については、8時間日長と 12時間日長で大きな差は認められず、日長を 12時間まで延長
しても花芽分化は遅延しないことが示唆されました。また、育苗中の施肥量を「とちおとめ」より多
くしても、日長が 12時間程度であれば、温度を 12℃に設定することで頂花房の花芽分化が促進され
ると考えられました。 

写真４ 「とちあいか」 

写真３ 「スカイベリー」と「ミルキーベリー」
の贈答用パッケージ例 

写真２ 「ミルキーベリー」 

写真５ 「とちあいか」の果形及び
断面 

写真５ 「とちあいか」の果形及び
断面 
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窒素施肥基準量は、「とちおとめ」と同じく 10a 当たり 20kg が適正と考えられました。本試験の
栽培条件では、窒素吸収量は 16.5kg/10a、収量は 7,000kg/10aで「とちおとめ」より約 40%多くなり
ました。また、リン酸吸収量は 10kg、カリは 23kg/10aでした。 
果実の着色は、年内および厳寒期では「とちおとめ」と同様に果実先端部からガク着生部へ進む傾
向がありました。年内や暖候期では「とちおとめ」に比べ、着色開始後の着色が早いことがわかりま
した。 
「とちあいか」の熟度別糖度は、年内及び厳寒期では「とちおとめ」と同程度か低い傾向でしたが
暖候期は高く、時期にかかわらず酸度はかなり低いため、糖酸比は顕著に高くなりました。 
炭酸ガス施用により増収効果が認められ、不受精果の発生もやや低減しました。炭酸ガス施用下で
は、日中の温度管理を「とちおとめ」と同様または高めに設定することで収量が増加しました。株間
を 21、24、27cmと変えても、単位面積当たりの収量には大きな差はありませんでしたが、時期別収
量や収穫できる果実の大きさの割合には違いが見られました。 
芽数管理では、定植直後の不定芽を残すことで、

1月下旬～2月上旬の収量が増加することが明らか
となりました。一方、2月以降に発生した不定芽を
摘除することで、４月以降の収量減少を抑えられる
ことが分かりました。また、芽数を放任管理すると
収穫期後半に過繁茂となり、作業性が低下し、障害
果の発生がやや増加することが明らかとなりまし
た（表）。 

 

（5） 「とちあいか」のおいしさの見える化 
「とちあいか」について、味、香り、食感を数値化し、
おいしさを見える化することで品種の特徴を評価しま
した。その結果、「とちあいか」は収穫期間を通して食
味が安定しており、特に甘さが際立つことがわかりまし
た（図２）。 

 
 
 

３ 今後の取組について 
近年の異常気象による高温は、花芽分化の遅延を引き起こし、収穫始期の遅れにつながっています。
このため、省力的な品種や技術、耐病性品種、さらに消費者ニーズに対応した高付加価値品種や技術開
発が求められています。 
品種開発では、異常気象の高温下でも花芽が形成され、安定栽培が可能な高品質・多収品種の育成を
行います。また、生産現場の育苗労力を軽減するため、種子繁殖性いちご品種の開発にも取り組みま
す。耐病性育種については、既開発の耐病性 DNAマーカーを活用した選抜を行うとともに新たなＤＮ
Ａマーカーの開発も行っていきます。栽培技術では、環境制御技術の高度化や省力機器の実証などスマ
ート農業に適応した新技術を開発していきます。 
さらに、生産者の経営やいちごに関するマーケティング、経営モデルの提示等の調査研究を実施し、
生産者・実需者・消費者の要望に対応した研究にも取り組みます。これらの取り組みにより、「いちご
王国・栃木」が日本一であり続けるための試験研究を進めていきます。 

（いちご研究所） 

表 芽数管理と収量 

図２ 「とちあいか」と「とちおとめ」の時期別甘味、酸味、旨味 

※酸味・旨味を味覚センサー、甘味をデジタル糖度計で測定 

赤：「とちあいか」 
緑：「とちおとめ」 

 


